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問　

落
札
率
、
指
名
業

者
数
と
内
訳
、
応
札
し
た

業
者
数
と
内
訳
は
ど
う
か
。

答　

落
札
率
は
87
・
８
パ

ー
セ
ン
ト
。
10
業
者
を
指

名
。
町
内
２
業
者
、
郡
内

７
業
者
、郡
外
１
業
者
だ
。

応
札
し
た
の
は
５
業
者

で
、
町
内
２
業
者
、
郡
内

２
業
者
、郡
外
１
業
者
だ
。

問　

今
回
の
入
札
は
落

札
率
が
低
い
。
入
札
の
方

法
が
変
わ
っ
た
の
か
。

答　

本
年
７
月
か
ら
導

入
し
た
総
合
評
価
方
式
に

よ
る
低
入
札
価
格
調
査
対

象
工
事
と
し
た
。

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結

（
令
和
５
～
６
年
度　

早

蘇
中
学
校
増
築
工
事(

技

術
棟)

　

仮
契
約
を
締
結
し
た
の

で
、
町
議
会
の
議
決
に
付

す
べ
き
契
約
に
関
す
る
条

例
第
２
条
の
規
定
に
よ

り
、
議
会
の
議
決
を
求
め

る
も
の
で
す
。

　

契
約
の
相
手
方
は
、
有

田
郡
湯
浅
町
の
中
平
建
設

株
式
会
社
で
請
負
金
額
２

億
４
千
７
５
０
万
円
で

す
。　
　
　
（
賛
成
全
員
）

　

本
町
が
発
注
す
る
建
設

工
事
の
入
札
に
つ
い
て
は
、

基
準
額
を
下
回
っ
た
場
合

に
自
動
的
に
失
格
と
な
る

最
低
制
限
制
度
と
な
っ
て

い
る
が
、
そ
の
入
札
価
格

で
適
正
な
工
事
が
可
能
か

ど
う
か
調
査
す
る
こ
と
に

よ
り
公
共
工
事
の
適
正
な

施
工
確
保
を
図
る
こ
と
が

で
き
る
。
結
果
、
現
在
本

校
の
増
築
工
事
を
施
工
し

て
い
る
業
者
が
落
札
し
た
。

問　

こ
の
工
事
の
基
準

額
は
何
パ
ー
セ
ン
ト
だ
っ

た
の
か
。

答　

基
準
額
は
93
・
８
％

だ
っ
た
。

問　

基
準
額
を
下
回
る

額
で
工
事
が
で
き
る
と
判

断
し
た
理
由
は
何
か
。

答　

現
在
同
地
で
増
築

工
事
を
施
工
し
て
い
る
業

者
で
、
効
率
的
に
技
術
者

や
下
請
業
者
が
配
置
で
き

る
。
現
場
管
理
事
務
所
も

有
効
活
用
で
き
る
た
め
現

場
管
理
費
の
軽
減
が
可
能

と
な
る
。
工
事
の
積
算
で

も
町
の
価
格
よ
り
安
価
に

な
る
工
種
も
あ
り
、
妥
当

と
判
断
し
た
。

●
令
和
６
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
億
１
千
３
６
１
万
２
千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
、
９
９
億
２
千

２
２
３
万
１
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
（
賛
成
全
員
）

問　

価
格
高
騰
対
策
で

調
整
給
付
金
の
対
象
者
が

申
請
し
忘
れ
た
場
合
の
対

策
は
ど
う
か
。

答　

調
整
給
付
金
の
申

請
期
限
が
10
月
末
と
な
っ

て
い
る
。
対
象
者
に
は
住

民
税
で
足
り
な
い
分
、
所

得
税
で
足
り
な
い
分
の
合

計
額
を
記
載
し
た
申
請
書

を
送
付
す
る
。

　

期
限
ま
で
申
請
が
な
い

場
合
、
勧
奨
の
通
知
、
連

絡
を
検
討
す
る
。

早蘇中学校

第
４
回
臨
時
会
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問　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
接
種
は
個
別
接
種
と

な
る
の
か
。
窓
口
負
担
な

ど
は
ど
う
な
る
の
か
。

答　

接
種
の
対
象
者
に

は
９
月
末
ま
で
に
、
案
内

と
説
明
書
、
接
種
可
能
な

医
療
機
関
の
一
覧
表
、
医

療
機
関
宛
て
の
依
頼
書
、

裏
に
は
予
診
票
を
印
刷
し

て
送
付
す
る
。

　

接
種
希
望
者
は
、
医
療

機
関
一
覧
表
に
記
載
の
あ

る
医
療
機
関
に
予
約
し
、

接
種
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

公
費
負
担
と
し
、
自
己

負
担
は
必
要
な
い
。

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結

（
令
和
６
年
度　

旧
髙
津

尾
小
学
校
解
体
工
事
）

　

仮
契
約
を
締
結
し
た
の

で
、
町
議
会
の
議
決
に
付

す
べ
き
契
約
に
関
す
る
条

例
第
２
条
の
規
定
に
よ

り
、
議
会
の
議
決
を
求
め

る
も
の
で
す
。

　

契
約
の
相
手
方
は
、
日

高
川
町
の
株
式
会
社
上
平

建
設
で
請
負
金
額
１
億
４

８
３
万
円
で
す
。

　
　
　
　
　
（
賛
成
全
員
）

●
日
高
川
町
国
民
健
康
保

険
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　

令
和
５
年
に
公
布
さ
れ

た
番
号
法
等
の
一
部
改
正

に
よ
り
、
令
和
６
年
12
月

２
日
か
ら
被
保
険
者
証
が

廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
伴
う

改
正
で
す
。

　

診
療
報
酬
改
定
に
伴
う

歯
科
訪
問
診
療
料
金
の
改

正
に
よ
る
項
注
の
ズ
レ
の

修
正
で
す
。（
令
和
６
年

12
月
２
日
か
ら
施
行
）

　
　
　
　
（
賛
成
多
数
）

問　

紙
の
健
康
保
険
証

の
廃
止
に
よ
り
、
受
診
に

際
し
て
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
が

必
要
と
な
る
の
か
。

答　

被
保
険
者
の
内
、

カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い

方
や
被
保
険
者
情
報
を

カ
ー
ド
に
紐
付
け
て
い
な

い
方
に
は
リ
ス
ト
ア
ッ
プ

に
よ
り
資
格
確
認
書
が
事

前
に
交
付
さ
れ
、
受
診
が

可
能
と
な
る
。

問　

保
険
証
の
紐
付
け

を
解
く
申
請
は
、
す
な
わ

ち
資
格
確
認
書
の
発
行
申

請
と
な
る
の
か
。

答　

資
格
確
認
書
の
申

請
を
条
件
と
し
て
紐
付
け

と
し
て
の
マ
イ
ナ
保
険
証

利
用
登
録
を
任
意
に
解
除

す
る
も
の
で
あ
る
。

問　

資
格
確
認
書
の
有

効
期
限
は
。

答　

は
っ
き
り
と
決

ま
っ
て
い
な
い
が
県
下
統

一
の
判
断
に
倣
い
た
い
。

●
日
高
川
町
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　

介
護
保
険
法
施
行
規
則

等
の
改
正
に
よ
り
所
要
の

改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　

内
容
は
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
職
員
の
配
置

に
つ
い
て
、
人
材
確
保
が

困
難
と
な
っ
て
い
る
現
状

を
踏
ま
え
、
３
職
種(

保

健
師
、
社
会
福
祉
士
、
主

任
介
護
支
援
専
門
員)

の

配
置
は
原
則
と
し
つ
つ

も
、
複
数
拠
点
で
合
算
し

て
配
置
す
る
な
ど
の
柔
軟

な
対
応
が
行
え
る
こ
と
と

な
っ
た
も
の
で
す
。

（
公
布
の
日
か
ら
施
行
）

（
賛
成
多
数
）

●
令
和
６
年
度　

日
高
川

町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）　

　

補
正
額
９
千
２
８
５
万

８
千
円
と
し
、
補
正
後
予

算
総
額
１
０
０
億
１
千
５

０
８
万
９
千
円
と
す
る
も

の
で
す
。

　

債
務
負
担
行
為（
追
加
）

町
道
大
又
藤
野
川
線
道
路

災
害
復
旧
工
事
。
令
和
８

年
度
ま
で
４
億
４
千
万
円

で
す
。

　

地
方
債
補
正　

主
な
も

の
は
、
公
共
土
木
施
設
災

害
復
旧
事
業
、
臨
時
財
政

対
策
債
、
道
整
備
交
付

金
事
業
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
公
共
土

木
施
設
災
害
復
旧
費
、
防

災
行
政
無
線
機
器
更
新
業

務
、
道
路
維
持
補
修
費
、

防
災
行
政
無
線
電
波
伝
搬

調
査
業
務
、
観
光
施
設
管

理
運
営
費(

修
繕
費)

、

林
道
維
持
費
（
重
機
借
上

料
）、
小
規
模
土
地
改
良

工
事
、
給
食
米
（
泉
大
津

市
）
追
加
、
か
わ
べ
天
文

公
園
休
業
手
当
負
担
金
、

防
災
井
戸
登
録
関
係
（
水

質
検
査
、
表
示
板
）
等
の

費
用
を
計
上
し
た
も
の
で

す
。　
　
　
（
賛
成
全
員
）

問　

大
又
藤
野
川
線
の

道
路
災
害
復
旧
工
事
に
つ

い
て
、
従
来
の
災
害
復
旧

ど
う
違
う
の
か
。

答　

地
滑
り
の
対
策
と

し
て
出
来
る
よ
う
に
な
っ

た
も
の
で
、
負
担
法
の
中

で
災
害
と
さ
れ
て
お
り
、

補
助
率
等
通
常
の
災
害
と

同
じ
だ
。　
　

第
３
回
定
例
会
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問　

防
災
井
戸
の
登
録

に
関
し
て
、
今
回
50
ヵ
所

分
の
表
示
板
予
算
等
が
計

上
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後

の
考
え
は
。

答　

災
害
時
協
力
井
戸

制
度
と
し
て
考
え
て
い

る
。
こ
れ
は
災
害
時
の
生

活
用
水
の
確
保
と
い
う
観

点
で
、
応
急
給
水
対
策
の

一
環
で
す
。

　

地
域
で
共
有
し
近
所
の

住
民
に
使
用
し
て
も
ら

う
「
井
戸
の
協
力
」
を
考

え
て
い
て
、
今
回
は
水
質

検
査
費
用
も
計
上
し
て
い

る
。半
年
間
様
子
を
見
て
、

自
主
防
災
組
織
か
ら
、
ポ

ン
プ
設
置
等
要
望
が
多
け

れ
ば
、
追
加
で
制
度
設
計

し
た
い
。

問　

か
わ
べ
天
文
公
園

に
お
け
る
休
業
手
当
の
負

担
に
つ
い
て
、
積
算
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　

高
圧
受
電
設
備
の

更
新
工
事
に
よ
る
休
業
は
、

労
働
基
準
法
第
26
条
に
定

め
る
使
用
者
側
の
事
由
で

あ
る
こ
と
か
ら
、直
近
３
ヶ

月
間
の
賃
金
実
績
、
工
期

日
数
を
計
算
し
、
12
名
全

員
の
休
業
を
最
大
値
で
計

算
し
た
も
の
を
予
算
額
と

し
て
計
上
し
て
い
る
。

●
令
和
６
年
度　

日
高
川

町
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）　

　

補
正
額
３
２
２
万
円
と

し
、
補
正
後
予
算
総
額
１

４
億
１
千
９
４
４
万
９
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
保
険
給
付

費
等
負
担
金
償
還
金
３
６

７
万
６
千
円
等
の
費
用
を

計
上
し
た
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
（
賛
成
全
員
）

●
令
和
６
年
度　

日
高
川

町
国
民
健
康
保
険
事
業
川

上
診
療
所
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

　

補
正
額
４
９
５
万
４
千

円
と
し
、
補
正
後
予
算
総

額
１
億
９
５
万
５
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
電
子
処
方

箋
管
理
ソ
フ
ト
、
生
体
情

報
モ
ニ
タ
ー
購
入
の
費
用

を
計
上
し
た
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
（
賛
成
多
数
）

問　

川
上
と
寒
川
の
両

診
療
所
に
お
い
て
、
マ
イ

ナ
保
険
証
を
利
用
す
る
人

と
し
な
い
人
で
負
担
に
差

は
生
じ
な
い
の
か
。

答　

医
療
DX
推
進
体
制

整
備
加
算
が
適
用
さ
れ
、

６
月
１
日
か
ら
は
マ
イ
ナ

カ
ー
ド
で
受
診
す
る
と
多

少
患
者
負
担
は
低
か
っ

た
。
12
月
以
降
は
、
マ
イ

ナ
カ
ー
ド
、
紙
の
保
険
証

で
受
診
し
て
も
負
担
の
増

額
は
同
じ
と
な
る
。

●
令
和
６
年
度　

日
高
川

町
国
民
健
康
保
険
事
業
寒

川
診
療
所
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）　

　

補
正
額
２
２
８
万
円
と

し
、
補
正
後
予
算
総
額
６

千
２
６
４
万
３
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。

かわべ天文公園

請
願
・
陳
情
等
の
審
査

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
「
学
校
の
業
務
量
に
見
合
っ
た
教
職
員
配
置

と
長
時
間
労
働
を
抑
制
す
る
た
め
教
員
に
残

業
代
を
支
給
可
能
と
す
る
給
特
法
の
改
正
を

求
め
る
陳
情
」
は
、
総
務
文
教
常
任
委
員
会
に

付
託
さ
れ
ま
し
た
が
、
慎
重
審
議
を
要
す
る
た

め
、
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
電
子
処
方

箋
管
理
ソ
フ
ト
購
入
の
費

用
を
計
上
し
た
も
の
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。
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和
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年
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川

町
後
期
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齢
者
医
療
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別
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計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

補
正
額
３
１
０
万
３
千

円
と
し
、
補
正
後
予
算
総

額
３
億
３
千
８
５
万
８
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
前
年
度
繰

越
金
を
歳
入
し
た
た
め
で

す
。　
　
　
（
賛
成
全
員
）

●
令
和
６
年
度　

日
高
川

町
介
護
保
険
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

補
正
額
７
千
９
２
０
万

４
千
円
と
し
、
補
正
後
予

算
総
額
14
億
３
千
７
８
５

万
７
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。

　

主
な
内
容
は
返
還
金
等

で
す
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（
賛
成
全
員
）

　ۙ೥、զがࠃではࣗવ֐ࡂがܹਙ化・සൃ化しておΓ、ຊ೥̍月のೳొ൒ౡ஍਒では、
人తඃٴ֐ͼॅՈඃ֐や、ಓ࿏やిؾ・ਫಓ等の生活Πンϑϥにもਙେͳඃ֐がൃ生した。
Ճ͑て、൒ౡとい͏஍ܗతͳಛ௃からަ௨アΫηスがݶられ、ඃ֐ঢ়گの೺Ѳやٹԉ、෺
化のਪਐは、これまᯰڧ౔ࠃけた޲にࡂݮ・ࡂোが生じたことから、๷ࢧൖೖにଟେͳࢿ
でҎ上に重要ͳ՝題とͳっている。
、にΑΓ「ࡦ化のための̑か೥Ճ଎化ରᯰڧ౔ࠃ、ࡂݮ・ࡂ๷」、੓෎においては、ࡏݱ　
࣏ࣗମとともにࠃ౔ᯰڧ化のऔ૊をਪਐしている中、ࡢ೥６月「ڧくしͳやかͳࠃຽ生活
の実ݱをਤるための๷ࡂݮ・ࡂ等にࢿするࠃ౔ᯰڧ化جຊ法」のվਖ਼において、「ࠃ౔ڧ
ᯰ化実ࢪ中ܭظը」をࡦఆすることがنఆされるとともに、ຊ೥̓月ணखすることがܾఆ
された。ޙࠓも੾れ໨ͳくࠃ౔ᯰڧ化にऔΓ૊Ήためには、中ܭظըのૣࡦظఆがٻめら
れる。
　Αって、ຊ町議会はզがࠃのࣗવ֐ࡂのൃ生ঢ়گを౿ま͑、ॅຽの生໋と࢈ࡒをकる๷
ऴ೥౓とͳる࠷の「ࡦか೥Ճ଎化ର̑」、するためࢪଓత・҆ఆతに実ܧをࡦରࡂݮ・ࡂ
ྩ和６೥౓ิਖ਼༧ࢉにおいては、ࡐࢿՁ֨の高ಅや௞ۚਫ४の上ঢにରԠする中でもྫ೥
をେきく上ճるن໛で֬อすることをٻめる。
さらに、「ࠃ౔ᯰڧ化実ࢪ中ܭظը」にͭいては、「൒ౡ๷ࡂ」とい͏৽たͳࢹ఺をऔΓೖれ、
ಛにඞ要とͳるࡦࢪの಺༰や事نۀ໛、ٴͼͦのରظࡦ間を੝ΓࠐΜだ上で、できるݶΓ
とはผ࿮で֬อするͳࢉにͭいて௨ৗ༧ݯࡒ・ࢉをؚめඞ要ͳ༧ࢉఆし、౰ॳ༧ࡦにظૣ
Ͳ、ࠃにおいて、ࠃ౔ᯰڧ化のऔ૊をڧ力かͭܭըతにਪਐするΑ͏ڧく要੥する。

　Ҏ上、஍方࣏ࣗ法ୈ９９৚のنఆにΑΓҙݟॻをఏग़する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ྩ和６೥９月 19 日 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　和歌山県日高܊日高઒町議会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（ఏग़ઌ） 
　ऺ議Ӄ議௕ 　ࢀ議Ӄ議௕　 ಺ֳ૯ཧେਉ 　૯຿େਉ 　ࡒ຿େਉ 　ࠃ౔ަ௨େਉ　
　಺ֳ׭๪௕ࠃ　 ׭౔ᯰڧ化୲౰େਉ　 ಺ֳ෎ಛ໋୲౰େਉ（๷ࡂ）

　日高઒町のࠃ౔ᯰڧ化ਪਐ事ۀは、๷ࡂ・҆全ަ෇ۚ事ۀとして主にಓ࿏、ڮྊのվྑ、
修સͳͲ。೶村஍Ҭ๷ࡂݮࡂ事ۀとして、ため஑の੔උͳͲに活༻しています。

意見書を国会と政府の関係機関へ提出しました

国土強靱化の強力かつ計画的な推進を求める意見書



ひだか川議会だより
令和６年11月１日発行　第73号
�
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Ͳ、ࠃにおいて、ࠃ౔ᯰڧ化のऔ૊をڧ力かͭܭըతにਪਐするΑ͏ڧく要੥する。

　Ҏ上、஍方࣏ࣗ法ୈ９９৚のنఆにΑΓҙݟॻをఏग़する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ྩ和６೥９月 19 日 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　和歌山県日高܊日高઒町議会
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４議員が９項目の質問を行いました。

Ұൠ࣭問町政の
　今を問う
町政の
   今を問う！！

ページ 質問者 質 問 事 項

・官製談合再発防止の取り組みについて
・町に対する寄附も採納事務の取り扱いを定めるべきでは
・風力発電による被害を町はどう受けとめているのか

　
・着工した船津メガソーラーに問題はないか
・環境警備隊の行動を集落限定に
・新白馬風力発電計画への県知事意見をどう見るか
　
・県道御坊中津線の一部、和佐地内の道路改修について
・災害時の避難拠点について

・町内中学校統合後、通学時間差による学力格差は生じないか

８ 山本 喜平 議員

９ 原　 孝文 議員

10 熊谷 重美 議員

11 山本 芳徳 議員

第４回臨時会・第３回定例会　審議内容と議員の賛否 ○：賛成　●：反対　欠：欠席

上程議案
※全賛・・・全員賛成で同意・承認・可決・認定・採択
   賛多・・・賛成多数で同意・承認・可決・認定・採択
   賛少・・・賛成少数で不同意・不承認・否決・不認定・不採択

結
　果

山
本
　喜
平

堀
　
　辰
雄

入
口
　
　誠

井
藤
　満
人

熊
谷
　重
美

伊
奈
　禎
胤

山
本
　芳
徳

龍
田
　安
廣

山
本
　啓
司

堀
江
　才
二

吉
本
　賢
次

原
　
　孝
文

第
４
回
臨
時
会

第
３
回
定
例
会

全賛

全賛

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

賛成
多数
賛成
多数

賛成
多数
賛成
多数

● ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ●

● ◯ ◯ ● ◯ ◯ ◯ ◯ ● ◯ ◯ ●

全賛 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

全賛 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

全賛 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

全賛 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

● ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ●

● ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ●

全賛 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

全賛 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

1 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12

決算特別委員会を設置して付託

委員は、議長・監査委員を除く議員 10名

委 員 長 ：山本 喜平　議員

副委員長：山本 芳徳　議員

補正予算

令和６年度　日高川町一般会計補正予算（第２号）

その他

工事請負契約の締結について
（令和５～６年度　早蘇中学校増築工事　技術棟）

条例の一部改正

日高川町国民健康保険条例の一部を改正する条例について

日高川町地域包括支援センターの職員及び運営に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例について

補正予算

令和６年度 日高川町一般会計補正予算（第３号）

令和６年度 日高川町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）

令和６年度 日高川町国民健康保険事業川上診療所特別会計補正予算（第１号）

令和６年度 日高川町国民健康保険事業寒川診療所特別会計補正予算（第２号）

令和６年度 日高川町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

令和６年度 日高川町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）

その他

工事請負契約の締結について（令和６年度  旧高津尾小学校解体工事）

発議

国土強靱化の強力かつ計画的な推進を求める意見書の提出

決算

令和５年度 日高川町一般会計歳入歳出決算の認定について

令和５年度 日高川町笠松農業用水及び公共用水管理運営特別会計歳入
歳出決算の認定について

令和５年度 日高川町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて

令和５年度 日高川町国民健康保険事業川上診療所特別会計歳入歳出決算
の認定について

令和５年度 日高川町国民健康保険事業寒川診療所特別会計歳入歳出決算
の認定について

令和５年度 日高川町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

令和５年度 日高川町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について

令和５年度 日高川町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について

令和５年度 日高川町川上財産区特別会計歳入歳出決算の認定について

令和５年度 日高川町寒川財産区特別会計歳入歳出決算の認定について

令和５年度 日高川町水道事業会計決算の認定について

(

注)
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長
は
議
事
進
行
を
行
う
た
め
賛
否
表
明
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し
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せ
ん
。
賛
否
同
数
の
場
合
の
み
、「
議
長
採
決
」
と
し
て
表
明
。


